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	１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
	（1）資産の評価基準及び評価方法
	①有価証券の評価基準及び評価方法
	②たな卸資産の評価基準及び評価方法

	（2）固定資産の減価償却の方法
	（3）引当金の計上基準
	①貸倒引当金
	②賞与引当金
	③ポイント引当金
	④返品引当金
	⑤株式給付引当金
	⑥役員株式給付引当金

	（5）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

	この変更は、親会社である株式会社KADOKAWAの減価償却方法変更を契機として、使用実態の見直しを行っ
	たことによるものです。当社の事業収益は安定的な設備稼働により獲得されており、使用期間にわたり費
	用を均等に負担させることが、より適切に事業の実態を反映する合理的な方法であると判断いたしまし
	た。この変更による当期の営業利益、経常利益及び税引前当期純利益への影響はございません。
	３．重要な後発事象に関する注記

